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母子保健領域における母子保健領域における
心理職との連携を図るための研修会心理職との連携を図るための研修会

－心理職による子どもの事例提示を通じて－－心理職による子どもの事例提示を通じて－
と　き　令和 7 年 3 月 9 日（日）10：00 ～ 12：00と　き　令和 7 年 3 月 9 日（日）10：00 ～ 12：00

ところ　山口県医師会 6 階会議室ところ　山口県医師会 6 階会議室

　　　　（Zoom「ウェビナー」を併用した Web 方式併用）　　　　（Zoom「ウェビナー」を併用した Web 方式併用）

[ 報告：常任理事　河村　一郎 ]

　令和 5 年度から心理職と医師、他職種との連
携を図るため研修会を開催しているが、令和 6
年度は小児領域の症例について 2 名の臨床心理
士の方に 1 例ずつ症例提示をしていただき、スー
パーバイザーの稲野靖枝 先生にコメントをいた
だいた後、質疑応答を行った。

座長：鼓ヶ浦こども医療福祉センター　伊住　浩史
スーパーバイザー：

（医）山陽会長門一ノ宮病院　稲野　靖枝

事例提示
①母親への激しい暴力がみられる小学生女児への
プレイセラピーと薬物療法による治療過程
～超低出生体重で出生した児への寄り添いの一例～
　　山口県立総合医療センター

臨床心理士・公認心理師　山野上典子
②先天性心疾患をもつ小学生男児のプレイセラピー
～アグレッションの問題により小児科から精神科
に紹介された事例～
　　山口県立総合医療センター

臨床心理士・公認心理師　宇佐川里江
　まず初めに山野上先生が山口県立総合医療セン
ター臨床心理部の概要について話された。2 例と
も幼少時や小学生時から家庭で荒れたり、乱暴
があったりした子に箱庭などを使ったプレイセラ
ピーや悩める母親などへの支援、薬物療法などに
より、軽快していった症例であった。
　1 例目は、超出生体重児で出生した子が 5 歳ご
ろから家庭で荒れ始め、母親への激しい暴力が
あった。背景に、早産による未熟性が関連してい

ると思われた。知的には正常で ADHD 的な傾向
があったが、その後プレイセラピー及び母親との
面談、投薬により、小学 2 年生ごろから落ち着
いていった。
　2 例目は、先天性心疾患で 4 歳時に根治術を
行った子であったが、小学 1 年生ごろから家庭
で乱暴やかんしゃくを起こすようになった。この
攻撃性は、制限の多い生活歴に由来すると思われ
た。発達検査ではアンバランスさがみられたもの
の、自閉傾向はなく、本人へのプレイセラピーと
母親との面談により、小学 3 年生ごろから落ち
着いていき、中学生になるとしっかりしてきた。
　参加者は現地 25 名、ウェブ参加 62 名で、医
師 21 名（小児科 9 名、産婦人科 4 名、精神科 5 名、
内科 2 名、整形外科 1 名）、助産師 7 名、看護師
1 名、保健師 19 名、栄養士 1 名、心理職 26 名、
児童福祉士・児童心理司 4 名、社会福祉士 1 名、
その他 7 名であった。多職種の参加があり、有
意義な会であった。


